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はじめに

　多様化する社会ニーズに応えるために様々な分野で
異種技術の複合・融合が進んでいます。化学も例外で
なく多様な分野に接し，新たな技術領域を生み出しな
がら発展しています。第 6回 CSJ化学フェスタではこ
のような現状を踏まえ，従来とは異なる新しい切り口
で「ものづくり」，「サイエンス］，「地域の化学」の 3

つの視点で特集しました。

ものづくりは新企画テーマから‼

　ものづくりの KEY WORDは「合成」，「製造」，「加
工」，「材料設計」です。「合成」では有機合成化学が産
業にどのように貢献してきたかを「匠の技」として紹
介します。「製造」では合成化学者が常に直面するスケ

ールアップの課題を解決する新技術を紹介します。
「加工」では高分子におけるナノスケールでの精密微細
加工技術を紹介します。「材料設計」ではコンピュータ
を活用した新しい材料設計のアプローチを紹介しま
す。これら「ものづくり」の基本となる「サイエンス」
についてはディビジョン企画として分子構造から設計
された有機結晶のもつ興味深い性質を紹介します。最
後の「地域の化学」は日本化学会九州支部の企画とし
て日本の化学産業の発祥の地の 1つである九州の化学
関連産業発展の歴史と未来像を特集します。
　話題の技術や最新トピックスが目白押しの新企画テ
ーマがあなたの参加を待っています。
　11月 14日午後【ものづくり日本の復活へ～連続フ
ロー法による夢の有機合成～】
　精密化学品の有機合成では主としてフラスコ等の反
応容器を用いるバッチ法を採用しています。一方，カ
ラム等を用いて原料を流通させて反応を行う連続フロ
ー法は，環境負荷や効率性，安全性等の問題を回避で
きるため理想的な合成法であり，カラム等を複数連結
することにより，多段階反応を一気に行うことも可能
です。本セッションでは精密化学品のラボあるいはパ
イロット規模の生産において革新的手法となり得る，
連続フロー法についてわかりやすく最近の進展を紹介
します。
　11月 15日午前【動く・光る・色づく！　目で視る
多彩な機能性有機結晶の世界】
　様々な機能性材料・物質が開発されていますが，そ
れらのマクロな機能を特徴づけているのはサブ・ナノ
メートルスケールのミクロ構造です。有機物質の結晶
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体はミクロの構造制御によってマクロな物性が変化す
るためわずかな刺激で結晶の「動く」，「光る」，「色づ
く」様子を肉眼で観察できる興味深い系です。本セッ
ションでは，このような美しくて楽しい有機結晶の多
彩な世界を「視る」ことをテーマにして，ミクロ・マ
クロの視点から最新研究事例を紹介します。
　11月 15日午後【カタチを工夫して高付加価値化～
精密微細加工が切り開く樹脂の世界～】
　身の回りにある樹脂製品は様々な「カタチ」を取っ
ており，複合繊維の断面形状，フィルム表面の微細凹
凸，樹脂組成物モルフォロジーなどを制御することに
より，強度，光学特性，触感等において付加価値をつ
けることができます。近年では，ナノスケールでの制
御による効果や，自然の形状に学んだ機能設計などが
注目を集めています。本セッションでは，今一番ホッ
トなトピックスとして「カタチ」の作り方，機能，使
い方について最先端の研究開発動向を紹介します。
　11月 15日終日【私たちの生活に欠かせない有機合成
化学！「匠の技」で豊かな分子と社会を生み出そう！】
　有機合成化学分野ではこれまでに多くの革新的な
「新分子」を創り出す「匠の技」を育て，医薬，農薬，
あるいは機能性材料，等を次々と生み出して現代社会
の発展に大きく貢献してきました。本セッションで
は，様々な分野の第一線で活躍する有機合成化学者が
新反応や新分子を創り出す「技」をいかに編み出し習
得するためにどのように努力をしてきたか，そして今
後，豊かな社会の実現を夢見てどのように「技」に磨
きをかけ産業応用につなげるために日々挑戦している
か，そのコツとノウハウを余すことなくすべて紹介し
ます。
　11月 15日終日【触媒・電池の創造戦略～実験と理
論計算科学のインタープレイ！～】
　資源の少ない日本で産業の競争力を高めるためには
希少元素の代わりとなる革新的な材料の創製が期待さ
れています。「触媒・電池の元素戦略研究拠点」では理
論・計算科学と実験科学のインタープレイから複合材
料の微視的過程を解明し，複雑・複合系の科学を深化
させ，新しい材料を予測することによって希少元素フ
リーの新規高性能材料を開発しています。本セッショ
ンでは理論・情報・計算化学の果たす役割に焦点を当
て，最先端の研究成果と実践的なインタープレイ事例
を紹介します。

　11月 16日午後【新しい風は西から～九州が牽引す
る化学関連産業～】
　九州地方は明治時代の産業革命の舞台であり，ま
た，日本化学会の前身となる旧工業化学会が最初に
（1915年）設立されるなど，旧来より日本の化学産業
を牽引してきました。一方，現在ではバイオマスや太
陽発電，地熱発電などの再生可能エネルギーの利用率
が最も高い地域として知られています。本セッション
では世界遺産として登録された近代産業遺産や石炭工
業，製鉄業の歴史から最新の石炭利用技術，バイオマ
ス，太陽エネルギー変換技術まで九州ならではのエネ
ルギー技術と産業について紹介します。

　11月 16日午後【未来技術の展望；人工知能とビッ
グデータを利用した新しい材料開発の潮流】
　人工知能とビッグデータの活用は産業界が現在最も
注目している話題の 1つです。化学においてもコンピ
ュータを活用したデータマイニングにより構造・物
性・機能を予測するマテリアルズ・インフォマティク
スという新たな手法が提案され世界中で取り組みが始
まっています。本セッションでは第一線の研究者が技
術の基本的な考え方と潮流を解説し，最新の研究トピ
ックスを紹介します。

新企画テーマのねらい

　新企画テーマでは多くの価値観と視点が自由に融合
できるように構成してあります。今回は特に“ものづ
くり”の視点で構成しました。地域に根ざした化学の
歴史を学び，最先端技術をサイエンスの視点で俯瞰し
未来を志向する内容です。若手から専門家，経営者の
方々にも興味が及ぶ話題を選びました。皆様のご参加
をお待ちしています。
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